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出
発
前
の
澄
兌
逞

涙ぐみ靖国の
社頭で瞼の対面

国
を
賭
し
て
の
戦
争
で
父
を
失
っ
た
大

野
市
の
遺
児
達
六
十
一
名
は
九
月
八
日

上
京
し
、
靖
国
神
社
に
昇
殿
樫

は
と
き
険
の
父
に
姿
な
き
対
。
圓
を
し
た

あ
の
小
さ
き
胸
に
新
た
な
る
感
激
を
覚

え
た
事
で
あ
ろ
う
。
叉
亡
の
母
な
る
人

に
と
っ
て
も
胸
う
ず
く
願
い
で
あ
り
家

郷
に
あ
っ
て
静
ぷ
に
に
夫
の
霊
削
に
合

掌
さ
れ
た

こ
と
で
あ

ろ
う
。

か
つ
て
名

誉
の
戦
死

で
「
護
国

の
神
決
仰

が
れ
る
父

を
も
っ
靖

国
の
遺
児

」
の
誇
り

に
生
き
た

少
年
少
女

達
だ
っ
た

が
敗
戦
A
J

共
に
誰
も
が
そ
う
云
っ
て
呉
れ
な
く
な

り
物
じ
両
。
圓
共
に
恵
ま
れ
ず
に
育
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
母
は
苦

し
い
生
活
と
闘
い
乍
ら
、
今
日
こ
の
日

を
侍
っ
て
、
細
腕
で
愛
允
を
育
て
ｙ
来

た
の
で
あ
る
。
そ
の
苦
労
や
察
す
る
に

余
り
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
ら
づ

く
し
小
遣
と
し
て
I
人
当
り
五
〇
〇
円

と
福
井
―
大
野
間
の
電
車
賃
一
七
六
円

を
贈
り
、
市
役
所
前
で
市
長
の
激
励
の

言
葉
を
受
け
て
出
発
し
た
。

遺
兄
氏
名

大
野
（
旧
）

　

乾
文
子
広
瀬
幸
子

　

遠
藤
孝
子
山
口
美
干
代

　

清
水
春
枝
坪
内
三
智
代

　

森
島
康
三
山
本
啓
司

　

土
橋
勝
治
道
岸
利
治

　

加
藤
勲
長
谷
川
俊
夫

　

養
老
良
一
松
本
弘

　

鈴
木
学
森
田
一
成

　

谷
隆
盛
森
下
範
夫

　

与
坂
紘
南
正

下
庄

　

大
久
保
益
子
本
田
ト
ジ
ヲ

　

朝
倉
寿
美
子
酒
井
孝
昭

　

西
谷
譲
治
斎
藤
輝
舅

　

金
森
一
男
宮
田
誠
一

上
庄

　

権
守
よ
し
を
山
田
富
美
子

　

関
賢
子
村
下
謙
太
郎

　

山
口
伝
米
村
■
m

　

東
秀
雄
加
藤
佐
一
郎

　

薮
下
庄
次
郎
竹
内
安
注

　

長
田
昭
彦

阪
谷

　

多
田
絹
枝
山
腰
絹
子

加
藤
か
よ
子
中
道
ひ
っ
子

多
田
正
範
佐
々
木
賢
一

中
村
兵
章

富
田

　

竹
内
ま
つ
ゑ
松
田
ふ
み
子

　

広
瀬
花
枝
竹
田
京
子

　

森
本
誠
一
郎
寺
田
和
輝

　

松
山
悟
広
瀬
孝
彦

小
山

　

黒
田
博
清
水
利
之

乾
側

　

斎
照
辰
男
中
川
豊
美

　

牧
野
正
栄

五
箇

　

木
島
き
し
の
石
掛
徹

。
赤
い
ハ
ネ
運
動
ｙ
始
ま
る

爽
や
か
な
秋
9
を
高
ぐ
低
く
赤
ト
ン
ボ

が
群
れ
と
ん
で
い
ま
す
。

本
年
も
又
皆
さ
ん
の
胸
に
4
赤
ト
ン
ボ

と
同
に
色
の
赤
い
羽
根
が
美
し
く
愛
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
輝
く
第
八
回
目
の
「

国
民
た
す
け
あ
い
運
動
」
が
全
国
一
斉

に
来
る
十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一
ヶ
月
間
屏
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

大
野
市
の
募
金

　

目
標
割
当
額
は

前
年
度
同
腹
の
奮
町
村
ブ
ロ
ッ

ク
合
せ
て

　

五
十
一
万
六
千
円
で

市
内
各
区
の
割
当
目
標
額
は
近
日
各
地

区
代
表
関
係
者
会
議
岑
開
き
に
、
定
致
し

ま
す
が
各
区
長
さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
ら
新
発
足
し
た
大
野
市
の
面
目

に
か
け
て
も
目
標
額
達
成
に
御
協
力
を

頂
く
よ
う
市
民
の
皆
様
に
お
願
い
致
し

ま
す
。

こ
の
募
金
は

○
和
光
園
、
善
隣
館
等
の
社
会
福
祉

　

施
設
槨
業
に

○
生
活
一
困
窮
者
に
法
外
援
護
と
し
て

○
そ
の
他
社
会
福
祉
爾
業
の
連
絡
指

　

導
機
関
の
絲
費
と
し
て

使
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
配
分
令
一
額
は

福
井
県
気
同
募
金
会
で
厳
鍬
な
ろ
否
定

の
も
と
に
央
定
さ
れ
ま
す
。

市
辞
令

　
　
　
　

主
事
山
川
美
代
治

五
箇
支
所
長
代
理
を
命
ず
る

　
　

八
月
二
十
五
日
附

　
　
　
　

医
師
十
肥
三
郎

　
　
　
　

同
久
住
治
男

　
　
　
　

看
護
婦
堂
h
ひ
で
子

師
に
収
り
職
を
免
ず
る

　
　

八
月
二
十
五
円
附

　
　
　
　

医
師
奥
田
如
来
雄

大
野
市
符
師
に
任
じ
富
田
診
療
所
ド
勤
務

を
命
f
る

　
　
　
　

看
護
婦
井
上
静
枝

大
野
市
看
雁
婦
に
任
じ
富
田
診
療
所
勤

務
を
命
ず
る

　
　

八
月
二
十
六
日
附

　
　
　
　
　
　

酒
井
七
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

松
島
浄
念

　
　
　
　
　
　

佃
⊂
作

願
に
収
り
職
を
免
ず
る
九
月
一
日
附

　
　
　
　
　
　

野
田
口
は
る
代

大
野
市
書
記
に
任
じ
議
心
］
槨
務
扁
勤
務

を
命
ず
る
九
月
二
日
附

基本選挙人名簿
作
製
に
つ
い
て

慕
本
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
九

月
十
五
日
現
在
を
以
て
調
整

す
る
事
に
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
申
す
ま
で
も
な
く
こ

の
選
挙
人
名
簿
は
選
挙
権
行

使
の
基
礎
と
な
り
ま
す
の
で

そ
の
正
確
を
期
す
る
た
め
今

回
「
選
糞
人
資
格
者
名
宛
登

録
申
聊
書
」
を
各
人
か
ら
（

来
る
九
月
二
十
五
日
迄
に
）

提
出
し
て
戴
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

前
回
の
市
場
業
に
際
し
ま
し
て
は
居

心
変
更
又
は
「
改
削
」
選
挙
法
に
ょ
る

届
川
に
が
な
い
た
め
お
磁
者
七
し
て
蜃
格

が
あ
り
乍
ら
投
票
で
き
な
か
っ
た
り
入

場
券
の
配
布
等
で
非
常
に
混
雑
い
た
し

ま
し
た
が
今
後
こ
う
し
た
事
を
未
然
に

防
ぎ
模
範
的
な
選
挙
を
行
い
た
い
と
磁

い
ま
す
か
ら
各
人
の
御
理
解
あ
る
御
協

力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

御
承
知
の
よ
り
に
来
年
は
市
議
会
議
員

選
挙
を
始
め
県
議
＜
i
；
議
員
、
知
事
、
敦

u
委
圖
、
そ
の
他
各
種
選
挙
が
予
州
さ

れ
ま
す
が
今
回
の
調
査
は
来
年
十
二
月

二
十
日
迄
に
行
わ
れ
る
総
て
の
選
挙
の

某
。
本
に
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
選
挙

期
日
の
哺
際
に
な
っ
て
名
簿
に
戟
っ
て

い
な
い
こ
と
を
知
り
騒
が
れ
て
も
致
し

方
が
な
い
の
で
す
か
ら
、
尊
い
一
票
を

無
に
す
る
こ
七
の
な
い
よ
う
定
め
ら
れ

た
事
項
を
御
手
数
で
峯
必
ず
励
行
さ
れ

る
よ
う
特
に
御
注
意
下
さ
い
。

零
」
の
名
簿
に
登
喊
さ
れ
る
方
は
左
記

の
通
り
で
す
。

一
、
登
録
資
格
者

（
I
）
日
本
国
民
に
し
て
昭
和
九
年
十

　

二
月
二
十
一
日
出
生
以
前
の
も
の

（
2
）
九
月
十
五
日
現
在
に
お
い
て
引

　

続
き
三
ヶ
月
以
上
大
野
市
に
住
所
を

　

有
す
る
も
の
（
昭
和
二
十
九
笙
八
月

　

士
六
日
以
前
転
入
し
た
も
の
）



人
口
の
動
き

大
野
市
が
誕
生
し
て
か
ら
二
ヶ
月
間
に

お
け
る
戸
籍
事
件
取
扱
い
件
数
は
左
記

の
通
り
で
あ
り
、
目
立
っ
て
増
加
し
て

い
る
も
の
は
出
生
届
で
あ
り
ま
す
。
死

亡
と
比
W
す
る
と
約
三
倍
近
く
増
加
と

な
り
ま
す
。

戸
籍
の
本
籍
人
口

　

市
制
施
行
当
時
五
二
五
Ξ
三
人

　

七
月
末
日
現
在
五
二
四
九
八
人

　

八
月
末
日
現
在
五
二
五
八
七
人

現
住
人
口

　

市
制
施
行
当
時
四
三
四
九
二
人

　

七
月
末
日
現
仕
四
四
四
八
四
人

　

八
月
末
日
現
仕
四
四
五
三
〇
人

昭和29年フ・8月分戸籍事件取扱数調

本庁
下
庄
屁
側
小
山
上庄富田阪谷五箇 計

出生 t）9 25 9 8 28 23 n 4 177
公子縁組 10 2 1 7 2 2 1 25
養子離縁 3 1 1 5
婚姻 33 14 3 2 17 13 12 6 100

離硲 2 2 1 3 2 2 1 13

親癩 1 1
倣見 1 1 2
死亡 21 13 1 2 12 6 7 2 64
入籍 2 2
分籍 4 1 1U 6
国籍喪失 1 1
名妾更 1 1 1 3
韓籍 18 1 2 21
訂圧 2 3

－む・

家督相榎 1 1

合汗丁
167 57 20 15 69 47 35 16 426

昭和二十八年五月一日現在を以て県下一斉に調査された人口調査o我市の人口を男女

別及び五才階級別で示して見たo

市1λ口

大野市年令別人口C昭和28年5月1日現在）

総

数

男20．953 年令 0 匹 21 ‾6つ 41 5 61 に 81 91 101 111 121 131 141 151 16

女22、500 男 511 548 581 6581 751 687 580 367 418 529 508
538 5941 464 396 415 377

女 421 544 481 671 688 635 439 3451 415！5011 514 531 554 474 399 467 446

計43，453 計 932 1092 1062 1329 1439 1322 1019 712 833 1030 1022 1069 1148 938 795 882 823

171 181
－19 －9n －91

－199 －1931 －941
－95 －96 －97

－9RI －991
－3nl

311 32i 331 341 ？S51361 37
393 356 339 330 316｜而5

｜§§31

341！339
　－331

－332

292 255 238 ！96！244 209 209 208 205 208
465 365 381 408 353 3991364 367 348 350 348 299 313 316 324 334 297 231 288 247 25］
858 721 720 738 669 734 697 708｜687 68］ 680 5911 568 5541 5201 578｜506 4401 496 452 459

381 391 40
－41 －42

－143 －i441 －451
－46

4Z 481 491 501 511 52i 551 541 551 561 571 58
2181 2171 197 200 2241249 209 202 1881 193 ㈲ 2081 2201 2221 2Cヽ0 1831 165 172 148 151 131
265 269 234 26S 258 1250 233 225i 233 208 196 191 219 192 191 183 212 153 148 155 158
4叫 486｜431 468 482 4991442 427 421 401 379 399 439 414 3911 366 3771 825 296｜3061 289

591 601 61
－62 －63 －64

－651 －661 －6ZI

681 691 701 711 721 731 741 751 761 771 781 79

127 138 128 128 133 129 121 981 102 110 821 791 761 771 471 631 681 521 421 341 2C

172 142 172 124 131 126 104 115 n31 1絨 ］2911001 102 126 801 971 811 791 64！ 611 43
299 280 300 252 264 255 225 213 215 255 2111 179 178 203 127 160 149 131 106 95J 63

80 811 82 183 84 185 1861 871 8al 891 901 911 921 931 941
31 131 1017 7 17 141 5！ ｜ 11 11 ｜ ｜ ｜ 2i
421 221 21126 14115 1131 81 61 41 31 11 21 3i ｜
73」 351 31133121 122 1171 131 61 51 41 ］｜ 21 31 2！
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市
民
の
し
る
し
は

住
民
登
録
か
ら

あ
な
た
は
大
野
市
民
の
権
利
を
取
得
さ

れ
て
居
ら
れ
ま
す
か
？
未
だ
で
し
た

ら
早
速
住
民
登
録
の
届
出
を
し
て
下
さ

い
。
こ
の
届
出
は
大
野
市
に
本
籍
の
あ

る
人
も
無
い
人
で
も
、
こ
の
市
に
十
四

日
間
以
上
在
住
す
る
人
で
あ
れ
ば
届
出

の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
届

出
は
市
民
の
権
利
で
あ
る
左
記
の
事
に

活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

記

一
、
主
食
の
配
給

二
、
選
挙
人
名
簿

三
、
各
種
学
校
へ
の
入
学

四
、
伝
染
病
予
防
接
種

五
、
戸
芦
謄
本
の
代
用

六
、
生
活
保
護
の
実
施

七
、
印
鑑
そ
の
他
の
諸
証
明

み
な
さ
ん
転
入
転
居
さ
れ
た
と
き
は
必

ず
十
四
日
以
内
に
住
民
登
録
の
届
出
を

し
て
下
さ
い
。

戦
死
公
報

　

富
島
二
二
ノ
八

　

所
属
歩
兵
第
三
七
〇
連
隊

　
　
　
　

陸
軍
少
尉
石
蔵
誠

昭
和
二
十
年
八
月
十
三
日
満
洲
国
牡
丹

江
省
寧
安
県
禅
林
で
戦
死
と
m

　

昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　

県
知
事
小
幡
治
和

石
蔵
惣
太
郎
殿

　

不
動
堂
一
九
ノ
ニ
ー

　

所
属
歩
兵
第
二
七
八
連
隊

　
　
　

陸
軍
上
等
兵
砂
田
三
郎

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
満
洲
国
牡
丹

汀
省
寧
安
県
披
汀
陣
地
で
戦
死
と
認

定

　

昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
八
目

　
　
　
　
　

県
知
事
小
幡
治
和

砂
田
弘
直
殿

公
明
選
挙
の

標
語
募
集

締
切
期
日
九
月
二
十
五
日

提
出
先
県
地
方
課
内

　
　
　
　

県
選
挙
管
理
委
員
会

賞
金
一
等
一
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　

佳
作
三
〇
〇
円
（
若

　
　
　
　
　
　
　

千
名
）

　
　
　

主
催
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　

県
公
明
選
挙
推
進
協

　
　
　
　
　

議
＜
1
1



第
八
回
若
越
大
会
吟
る

市
民
挙
げ
て
選
手
団
を
歓
迎

降
り
紐
い
た
雨
も
天
余
の
前
々
日
に
に

待
ち
か
走
え
て
い
た
か
の
様
に
か
ら
り

－
A
J
晴
れ
て
、
四
日
の
制
資
果
あ
や
ニ

ま
れ
で
い
た
の
に
無
市
行
わ
れ
た
。

地
元
沁
介
大
目
ボ
川
に
目
の
子
六
か
A
a
の

拘
酬
に
、
伺
一
子
リ
・
楽
し
乙
に
の
一
利

を
過
し
た
。

五
日
の
朝
は
打
担
花
火
大
雨
に
有
終

西
校
に
揃
っ
た
両
手
は
、
有
終
中
学
校

生
律
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
合
せ
て
選
手

団
の
市
街
行
商
、
八
時
大
会
悶
へ
入
場

大
会
長
挨
拶
、
地
元
市
長
祝
辞
そ
の
他

各
来
賓
祝
辞
祝
眼
あ
り
、
選
手
寅
言
（

大
野
市
竹
田
清
治
）
熱
あ
ふ
る
ぶ
こ
い

Ｗ
年
の
熱
瞰
の
火
ダ
た
が
き
ら
わ
た
。

硲
固
さ
れ
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
、
天
似
も

良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

犬
会
は
川
9
よ
く
進
ん
だ
。
当
市
の
女

子
逡
m
上
・
川
は
め
ざ
ま
し
い
活
躍
振
り
で

あ
り
、
1
十
で
不
治
手
は
大
心
一
新
記

録
を
残
し
、
走
高
跳
の
一
位
ぷ
郡
叫
し

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
三
位
m
で
五
時
に

終
幕
を
告
げ
た
。

市
の
迎
合
婦
人
会
は
選
手
即
や
来
W
に

お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
や
接
待
で
て
ん
で
こ

舞
い
、
有
終
申
学
校
々
宍
拡
姻
手
団

の
休
憩
室
が
設
け
ら
れ
、
生
徒
の
ら
か

ら
の
選
手
を
迎
え
る
歓
迎
の
図
￥
が
司

白
く
各
室

に
書
か
れ

て
い
て
疲

れ
た
選
手

を
い
や
し

た
。
市
民
抑
げ
で
丿
迫
平
に
歓
迎
に
は

来
野
の
選
手
連
も
感
激
し
て
い
た
様
で

あ
っ
た
。

第
一
回
國
連
全
日
本

　
　
　

膏
年
雄
辨
大
會

蒜
予
選
開
催

回
年
層
に
対
し
国
際
知
識
及
び
国
連
を

普
及
す
る
目
的
で
左
記
要
領
に
よ
り
第

一
回
国
連
全
日
本
青
年
雄
弁
大
会
を
別

紙
勁
匍
に
よ
り
開
間
す
る
。

　

期
日
九
が
一
十
六
日
午
前
九
時
三

　
　
　

〇
分

　

隔
所
県
正
庁

　
　

十
六
才
上
二
〇
才
男
女

　

沁
哨

1
、
我
等
は
国
連
に
何
亦
期
情
す
る
か

2
、
新
し
’
沁
際
情
府
と
青
年
の
使
命

3
、
堡
く
婦
人
の
地
位

4
、
日
本
び
貿
易
振
興
講
に
つ
い
て

5
、
県
本
的
人
柚
に
つ
レ
て

　
　
　

県
広
報
課
国
際
逮
今
協
会

0
大
会
新
記
録
を
賤
し
た
井
土

　

選
手
の
走
高
跳

0
各
選
手
團
控
室
に
書
か
れ
た

　

圖
案
の
一
景

0
願
逍
合
青
年
團
長
に
渡
さ
れ

　

る
市
長
陣

大
野
市
連
合
青
年
団

事
業
計
画

ぶ肖ヽに

続く

4
市
内
青
年
芸
能
大
会

生
活
に
直
結
し
た
郷
土
の
文
化
向
土
を

め
ざ
す
青
年
演
劇
は
奈
川
的
に
非
常
に

盛
ん
で
こ
れ
は
演
劇
を
職
業
と
し
な
い

若
人
が
自
分
達
の
往
ん
で
ぃ
る
地
域
社

会
の
生
活
を
搬
富
に
す
る
た
め
に
行
う

沁
劇
活
動
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
わ
れ

く
に
身
近
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

演
劇
の
形
式
よ
り
も
御
安
一
の
実
生
活
に

な
に
も
の
か
を
与
え
る
。
い
わ
ゆ
る
社

会
的
な
問
㈹
と
近
代
封
建
問
に
対
す
る

青
年
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
表
現
し
肘
せ

て
健
全
な
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
発

展
と
青
少
年
不
良
化
防
止
に
役
立
た
せ

る
た
め
で
あ
る
。

　

期
日
会
場
未
定

5
生
咄
一
改
善
研
究
発
表
会

”
青
年
一
人
あ
る
処
必
ず
一
研
究
あ
り

″
と
い
う
見
地
か
ら
女
子
青
年
の
行
事

の
一
つ
と
し
て
生
活
の
改
m
日
を
取
り
上

げ
て
来
た
が
、
従
来
の
生
酒
改
心
日
と
は

形
式
的
な
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
過
言

で
は
な
い
。
家
庭
に
職
場
に
あ
る
女
性

の
立
場
か
ら
も
っ
と
も
身
近
な
そ
う
し

て
実
生
活
に
マ
ッ
チ
し
た
問
題
を
研
究

し
合
理
化
す
る
こ
と
に
よ
り
能
率
的
絲

済
的
な
し
か
も
文
化
的
な
新
生
酒
を
生

み
出
す
べ
く
そ
の
育
］
欲
を
向
上
さ
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

十
一
月
初
旬
市
政
委
会
と
共
催

6
産
業
研
究
允
表
会

多
く
の
鴎
き
や
ら
精
進
し
た
る
結
果
を

多
く
の
人
々
の
前
に
発
表
す
る
こ
と
に

よ
り
お
八
の
資
に
供
し
産
業
青
年
へ
の

酉
識
の
昂
揚
を
図
り
同
時
に
そ
れ
を
広

く
社
会
に
知
ら
し
め
世
論
を
高
め
一
層

の
産
業
振
興
に
責
献
す
る
と
共
に
生
活

の
合
理
化
を
よ
り
促
進
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

一
月
中
旬
市
政
委
会
典
㈹

7
青
年
学
級
E
］
｛
典
運
動
の
曜
開

イ
、
青
年
学
級
運
営
研
究
会
の
9
聞

　

青
年
団
選
川
学
級
委
U
の
北
川
研
究

　

会
期
日
十
二
月
巾
旬

ロ
、
青
年
学
級
を
青
年
団
の
政
｛
裁

　

育
、
平
和
裁
育
、
i
h
酒
政
1
9
と
直

　

結
せ
し
め
る
。

ハ
、
学
級
運
営
委
員
会
に
於
て
青
年
団

　

の
主
体
性
を
実
現
す
る
。

8
青
年
川
指
導
室
の
拡
充
彊
化

県
団
へ
の
指
轟
委
肖
指
名
を
期
に
本
団

に
も
指
導
室
を
設
け
加
凹
単
位
川
司
動

の
指
が
士
助
言
を
行
い
正
し
き
青
年
団

資
料
を
川
行
し
て
単
位
団
の
同
化
λ
本

即
の
結
集
を
N
る
。
以
上

大
野
市
酒
造

杜
氏
組
合
結
成

市
内
酒
造
従
業
者
が
相
寄
り
相
互
の
親

陸
を
図
り
互
に
技
能
の
研
修
と
福
祉
の

増
進
を
は
か
る
べ
く
、
九
月
八
日
杜
氏

爪
合
が
結
成
さ
れ
た
。
役
目
左
の
通
り

顧
問
市
長
、
税
務
署
玲
、
酒
造
組
合

　

長
・
、
前
安
川
組
合
長

組
合
長
土
屋
栄

副
糾
合
長
小
林
徳
兵
衛
畑
原
幸
繁

監
事
竹
内
三
作
竹
内
与
左
衛
門

理
事
各
地
区
一
名
宛



市民の手で交通事故

をなくしましよう
大野警察署

1
察
制
度
切
替
え
ふ
ま
・
期
を
同
じ
く
し
て

新
大
野
市
が
輝
か
し
い
発
足
を
し
ま
し

た
事
は
窒
に
御
同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
々
化
の
バ
ロ
メ
ー
・

夕
と
も
云
わ
れ
る
交
通
秩
序
に
つ
い
て

は
、
私
共
市
民
と
し
て
は
甚
だ
憂
う
べ

き
現
状
で
、
大
野
警
察
署
管
内
の
本
年

七
月
以
降
現
在
迄
の
窃
一
通
事
故
発
i
｝
・
；
状

況
は

　

発
生
件
数
一
七
即

　
　

昨
年
同
期
四
件
（
四
・
二
に
い
弼
）

　

死
者
数
四
名

昨
年
同
期
一
名
（
四
倍
）

　

負
傷
者
数
九
名

昨
年
同
期
三
名
（
Ξ
に
に
）

　

物
件
損
壊
七
十
万
円
余

で
何
れ
も
昨
年
同
期
に
比

較
し
て
件
数
坏
一
M
者
と
も

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
尊

い
人
命
や
、
貴
峨
な
財
産

が
失
わ
れ
て
お
り
・
ま
す
。

こ
れ
ら
の
原
因
は
何
れ
も

交
通
道
徳
の
欠
如
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
最
近

県
下
に
お
け
る
自
・
動
］
車
の

増
加
は
一
ヶ
月
二
〇
〇
台

以
上
で
を
通
は
益
々
轜
軟

し
6
然
的
に
事
故
の
多

ま発
が
予
州
さ
れ

る
訳
で
こ
れ
が
指
導
取
締
に
当
る
警
察

と
し
て
は
七
月
よ
り
九
月
迄
の
三
ヶ
月

間
交
通
の
指
導
取
締
月
間
を
設
け
て
、

徹
底
的
に
事
故
の
防
止
を
図
つ
て
い
ま

す
が
こ
れ
が
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
方
の
絶
大
な
る
囮
協
力
度
く
し
て
は

そ
の
成
果
が
期
し
叫
ら
れ
な
い
声
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
理
解
あ
る
引
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
忌
し
い
な
通
事
故
を
無
く

す
る
た
め
に
は
特
に
左
記
事
項
を
厳
守

し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

―
、
道
路
を
通
行
さ
れ
る
時
は
ら
ず
人

　

は
右
、
軍
は
左
側
を
通
る
こ
と
。

2
、
自
転
軍
や
歩
行
者
は
多
黎
横
に
並

　

ん
で
通
ら
な
い
こ
と
。

8
、
道
路
に
自
動
車
、
荷
車
そ
の
他
の

　

物
件
を
放
置
し
な
い
こ
と
。

4
、
道
路
は
皆
ん
な
の
も
の
で
あ
る
か

　

ら
不
法
に
占
用
し
な
い
こ
と
。

5
、
道
路
上
で
長
話
や
、
立
話
を
し
た

　

り
幼
児
の
路
上
遊
技
等
を
さ
せ
な
い

　

こ
と
。

6
、
道
路
の
幌
断
は
左

　

右
を
よ
く
確
か
め
て

　

か
ら
す
る
こ
と
。

7
、
自
動
車
の
、
信
号

　

に
よ
く
注
芦
す
る
こ

　

と
。

8
、
道
路
で
自
動
車
や

　

自
転
車
の
運
転
練
習

　

は
絶
対
や
ら
な
い
と

　

共
に
夜
間
の
無
灯
火

　

運
転
を
や
ら
な
い
こ

　

と
。

9
、
自
転
車
に
長
大
過

　

軍
の
荷
物
を
つ
け
た

　

り
他
の
車
を
併
引
し
た
り
叉
は
痢
車

　

設
間
の
無
い
自
転
車
に
二
人
痢
等
し

　

な
い
こ
と
。

1
0
、
自
動
車
運
転
手
は
、
制
限
速
度
を

迦
守
す

る
と
ザ
ー

に
運
転

土
の
注

芦
義
朽

を
回
ら

な
い
こ

と
o

特
別
弔
慰
金
の
請
求

　
　

制
度
が
で
き
ま
し
た

戦
傷
1
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一

部
改
正
に
ょ
っ
て
次
の
各
号
の
一
に
該

当
す
る
も
の
は
特
別
弔
慰
を
の
受
給
資

格
が
あ
り
ま
す
か
ら
閃
求
手
統
を
な
さ

れ
ま
す
様
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

I
ヘ

自
昭
1
2
7
7

至
昭
2
0
9
2間
の
公
砺
し
の
邸
病

に
よ
っ
て
昭
和
1
6
年
1
9
一
月
8
日
以
後

死
亡
し
た
者

2
ｓ

自
昭
1
2
7
7

至
昭
1
6
1
2
7間
の
公
務
上
の
傷
病

に
ょ
っ
て
昭
和
1
6
年
1
2
月
7
日
以
前

に
死
亡
し
昭
和
卯
一
年
9
月
2
日
以
後

死
亡
公
報
を
出
さ
れ
た
者

3
3

自
昭
1
2
7
7

至
昭
2
0
9
2
間
の
事
変
叉
は
戦
争

に
関
す
る
勤
務
（
陸
海
市
の
官
箭
叉

は
特
務
機
関
勤
務
の
力
は
除
か
れ
る

）
に
関
連
し
て
生
じ
た
隔
病
（
公
務

で
な
い
場
介
）
に
よ
り
昭
和
1
6
年
1
2

月
8
日
以
後
在
職
期
門
内
叉
は
復
口

後
一
年
（
結
核
性
疾
病
及
び
精
神
哨

は
復
員
後
三
年
）
以
円
玩
に
し
た

者

4
3

自
昭
1
2
7
7

至
昭
1
6
1
2
7 間
の
事
変
に
聞
す
る

勤
務
（
陸
海
ボ
の
官
術
又
は
特
務
機
関

勤
務
の
者
は
除
か
れ
る
）
に
関
連
し
て

生
じ
た
傷
病
（
公
務
で
な
い
隔
合
）
に

よ
り
昭
和
1
6
年
1
2
月
7
日
以
前
在
職
期

間
内
叉
は
復
目
後
一
年
（
結
核
性
剤
病

及
び
精
神
病
は
図
目
後
三
年
）
以
内
に

死
亡
公
報
を
出
さ
れ
た
者

二
、
請
求
の
手
続

I
提
出
す
る
脚
類

　

A
弔
慰
金
票
求
書

B
死
亡
者
死
亡
事
項
の
記
載
し
て

　

あ
る
戸
籍
謄
本
（
除
籍
者
の
省
略

　

し
て
な
い
も
の
）
一
通

C
請
求
書
の
戸
籍
抄
本
（
前
項
の

　

戸
籍
謄
本
に
除
籍
さ
れ
ず
に
煕

　

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
不
用
）

D
履
歴
申
立
書

E
死
亡
診
断
書

F
病
歴
書

三
、
そ
の
他

　

く
わ
し
い
事
は
市
民
生
課
に
お
尋
ね

　

下
さ
い
。

大
野
市
傷
痍

軍
人
会
結
成

九
月
九
日
大
野
市
公
民
館
に
お
い
て
大

野
市
傷
痍
軍
人
会
結
成
大
会
を
開
き
、

次
の
と
お
り
役
員
が
決
定
し
た
。

会
長
山
田
善
夫

副
会
一
長
宮
崎
孫
栄
水
上
武
夫

監
事
藤
田
玉
次
郎
石
谷
広
瀬

未
亡
人
の
方
々
の
相
談
相
手

未
亡
人
相
談
部
が

　
　

開
設
さ
れ
ま
し
た

今
度
新
し
く
福
井
家
庭
裁
判
所
大
野
支

部
に
お
い
て
未
に
人
の
方
々
の
一
般
法

律
相
談
に
応
じ
ま
す
か
ら
遠
慮
な
く
ど

し
く
御
利
用
下
さ
い
。

記

一
、
日
時
毎
月
一
日
、
十
五
日
（
休

　

日
を
除
く
）
午
後
一
時
⊥
一
蒔

一
、
場
所
大
野
市
亀
山
福
井
家
庭

　

裁
判
所
大
野
支
部

一
、
担
当
者
婦
人
調
査
員
、
家
庭
裁

　

判
所
係
官

大
野
市
機
動
消
防
團

　
　

組
織
に
萬
仝
を
誇
る

八
月
二
十
三
日
朝
ま
だ
霧
の
深
い
六
時

機
械
化
消
防
自
動
ボ
九
台
エ
ン
チ
ン
の

音
も
軽
く
西
校
々
庭
に
聯
揃
い
し
、
団

長
の
号
令
で
人
脱
点
呼
、
器
具
点
検
、

消
防
長
よ
り
団
旗
授
与
、
消
防
長
訓
示

団
長
答
辞
、
い
と
も
厳
粛
の
内
に
式
は

終
り
、
一
朝
有
事
の
際
に
備
元
で
市
内

各
地
区
の
水
利
状
況
を
視
察
し
長
蛇
の

如
く
二
〇
〇
キ
ロ
の
行
程
を
完
走
し
、

午
後
六
時
余
員
無
事
戻
り
水
郷
試
験
を

実
加
し
解
散
し
た
。

優
秀
な
る
機
械
化
陣
で
迅
速
を
誇
る
市

消
防
車
は
い
か
な
る
地
形
に
も
合
っ
た

大
型
八
び
小
型
を
備
え
で
消
火
防
の
万

全
を
期
し
て
い
る
。
洵
我
々
市
民
は
酷

何
も
い
と
わ
ず
、
真
夜
中
と
も
い
わ
ず

活
1
し
て
下
さ
る
消
防
団
の
方
々
に
感

謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

市
消
防
團

　

副
支
團
長
決
る

第
一
支
団
高
瀬
邦
夫

第
二
支
川
鈴
木
新
作

第
三
支
川
欠
鼠

第
四
支
団
佐
々
木
原
h

第
五
支
団
水
元
真
溌

堕
ハ
支
団
石
橋
俊
夫

第
七
支
団
…
…
…
中
留
男

第
八
支
団
岡
二
男
治

出登前の市長訓示を受ける消防團の威容



大
野
市
酪
農
組
合

　
　
　

結
成
ゼ
ら
ろ

か
ね
て
よ
り
酪
農
組
合
設
立
を
計
画
中

の
処
、
今
度
酪
農
の
普
及
振
興
に
よ
り

農
民
の
社
会
的
、
経
済
的
地
位
の
向
上

を
図
り
新
農
村
の
建
設
を
期
す
る
目
的

を
も
っ
て
八
月
二
十
五
日
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
　

要
望

一
、
大
野
市
地
域
を
県
集
的
酪
農
地
と

　

し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
市
の
耀
病
的

　

運
動
化
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

二
、
酪
農
組
合
活
一
動
補
助
を
予
算
伊
に
す

　

る
よ
c
早
急
に
望
む
。

　
　

八
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　

大
野
市
酪
農
組
合

大
野
市
長
殿

　
　
　

記

　
　

役
員

会
長
寺
島
利
鏡

副
心
一
長

理
事
乾
太
郎
左
衛
門
村
西
幸
一

　
　
　

明
石
一
夫
ナ
畠
鍬
右
衛
門

　
　
　

細
川
勉
川
瀬
武
夫

監
事
羽
生
広
治
南
川
政
栄

促
現
在
飼
育
乳
牛
は
八
〇
余
頭
に
し
て

会
目
一
二
〇
余
名
、
酪
農
田
園
都
市
に

罰
辿
し
て
い
る
。

肥育された導入乳牛

昨年九月石川県より導入した生後十七ヶ月の庄林区川瀬

武夫氏所有乳牛

　　　　

昭28・4・20生9・］O導入

　　　　　　　　　

石川県相罰村産

煙
草
耕
作
の
実
態

前
号
の
煙
草
談
義
「
ね
ざ
め
の
I
ぷ
く

」
の
記
事
と
比
較
す
る
と
、
煙
草
消
費

税
は
、
市
へ
煙
草
消
費
税
と
し
て
交
付

さ
れ
る
ド
ル
箱
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
煙

草
耕
作
農
家
へ
の
、
ド
ル
箱
と
云
え
よ

昭
和
二
十
九
年
度

　

裏
作
経
営

　

改
善
壬
デ
y

部
落
と
し
て
県
よ
り
指
定
さ
れ
た
。

　

旧
小
山
右
近
次
郎

昭和28年度

地区別 耕作名数 反別 代亮

旧大野 15人 23反6（〕0歩 938，280円
下庄 118 181、i25 6，627，460

琉側 44 68．223 2．241，820
小山 84 130、014 4，980965

出庄 206 368，826 IB，483，315
冨田 39S 684，707 28，601，255
阪谷 216 302、911 12242425　．y

計 1、081人 1、759反716Jジ 71，115，520p＾］

昭和29年度

加州別 耕作庖数 反別

旺犬好 23八 55y4C6示

下庄 1C9 ］．82．809
屁側 43 74．709
小山 84 162．209
玉庄 211 448212
冨田 4り3 774．221

阪谷 205 319，421

計 1、078人 2，0171y：i27；i；：

秋

五
陵
樵
士
伊
藤
大
愚

　

秋
立
ち
て
風
鈴
の
音
冷
や
X
か
さ

　

を
憶
う
。

男
性
的
灼
熱
的
土
用
の
大
暑
も
好
天

気
に
恵
ま
れ
、
吾
等
農
人
は
植
付
以

来
此
秋
の
収
穫
を
憂
慮
せ
し
に
天
未

だ
吾
等
を
捨
て
賜
は
ず
、
作
物
に
第

一
条
件
の
日
照
を
多
く
与
へ
給
ひ
て

分
薬
数
少
な
く
苗
丈
短
か
り
し
稲

作
に
も
土
用
以
来
回
復
し
満
目
今
や

黄
命
一
の
波
は
漂
ひ
洋
々
た
る
豊
作
を

見
て
喜
び
や
切
な
り
且
又
大
な
り
。

　

大
恩
や
日
の
み
か
げ
に
て
蘇
生
せ

如
何
に
計
画
的
合
理
的
科
学
的
農
業

経
営
法
を
実
訓
す
る
も
、
太
陽
の
大

恩
無
か
り
せ
ば
万
物
萎
縮
百
病
続
出

兇
作
に
見
舞
は
る
は
当
然
の
結
果
な

　

八
来
穂
の
重
く
垂
れ
た
る
稲
穂
に

　

も
促
日
の
御
陰
と
自
ら
頭
さ
が
る

　

あ
り
け
り
。

吾
人
は
未
だ
朝
夕
涼
気
を
覚
え
身
心

共
に
さ
が
し
く
、
満
身
元
気
横
溢
し

て
正
に
収
穫
の
秋
に
渾
身
の
勇
を
揮

い
て
増
産
の
利
鎌
を
振
わ
ん
と
身
構

へ
り
。

　

勿
体
な
や
豊
作
を
与
え
賜
ひ
世
は

　

朗
ら
か
。

　

満
作
の
田
圃
祭
太
鼓
も
嬉
し
か
り

　

け
り
。

今
や
吾
日
本
帝
国
は
独
立
二
年
食
糧

問
題
は
依
然
と
し
て
解
決
な
き
に
農

林
省
発
表
に
ょ
れ
ば
六
千
三
四
万
石

程
度
と
報
ず
。
外
米
輸
入
も
さ
し
て

多
き
を
要
せ
ず
自
給
自
足
の
域
に
左

右
せ
ん
と
す
。

　

黄
金
の
波
打
つ
剛
の
㈲
や
日
本
面

　

し
。

　

お
天
道
の
恵
参
や
満
作
百
姓
万

　

才
。

　

蛙
岫
く
も
暫
し
が
程
か
二
百
十

幸
な
る
哉
台
風
は
次
々
発
生
す
れ
ど

も
本
邦
よ
り
華
中
に
逃
れ
去
り
被
害

少
な
き
は
天
の
与
み
し
給
ふ
大
恩
な

大
大
野
市
の
田
園
ぼ
今
や
黄
金
の
波

打
ち
洋
々
と
し
て
正
に
田
園
都
市
の

情
緒
を
現
し
本
年
も
農
繁
期
に
突
入

せ
ん
と
す
。

此
時
に
当
り
吾
等
市
民
は
、
老
も
若

き
も
衛
生
に
留
怠
し
殊
に
飲
食
に
気

を
配
り
大
食
を
誠
め
、
少
食
咀
噛

に
懸
命
に
努
力
し
あ
く
迄
佃
き
心
身

を
保
持
し
て
一
大
事
時
期
を
難
無
く

突
破
し
、
収
穫
の
栄
冠
を
目
指
し
て

一
大
猛
進
す
べ
し
。

　

祭
太
鼓
聞
く
も
嬉
し
や
稲
田
眺
め

　

て
。

　

今
年
も
満
作
な
る
か
み
仏
の
お
か

　

げ
。

　

螺
押
の
書
斎
に
嗚
く
や
秋
浅
し
。

　

つ
ｙ
れ
さ
せ
と
敵
ふ
る
蜷
蛉
秋

　

気
満
つ
。

　

m
上
げ
仰
ぐ
銀
河
の
悠
大
さ
。

蚊
帳
、
風
鈴
、
宍
戸
、
油
団
、
キ

ャ
ン
デ
ー
、
氷
水
に
別
れ
を
告
げ
て

秋
の
収
穫
に
入
ら
ん
と
す
。

来
る
べ
き
昨
秋
名
月
に
は
手
造
り
の

黍
団
子
に
茄
子
冪
等
供
へ
野
花
を
飾

り
て
名
月
を
賞
せ
ん
か
。

　

中
秋
の
名
月
や
古
人
の
句
も
賊
わ

　

れ
て
。

　

冴
え
渡
る
月
に
新
罹
万
象
生
気
あ

　

名
月
に
尺
八
吹
く
や
涼
味
万
解
。

秋
秋
感
傷
の
秋
詩
人
な
ら
ぬ
吾
人
も

詩
吻
頻
り
に
動
き
下
手
の
十
七
文
字

を
並
べ
て
秋
の
圖
と
せ
り
。

　
　

秋
月
。
大
愚

　
　

天
地
悠
大
明
月
夕
。

　
　

憶
来
憶
去
詩
趣
湧
。

　
　

中
天
名
月
如
真
昼
。

　
　

千
山
万
木
皆
有
佃
。

維
時
二
十
九
年
九
月
八
日
五
陵
川
荘

に
於
て
綴
る
。

盛り沢山な木炭祭り

場
所
有
終
中
學
校

期
日
九
月
二
十
Ξ
日

大
野
郡
の
林
野
。
呵
積
は
十
一
万
三
千
五
百
二
十
町
歩

で
県
下
の
約
三
分
の
一
を
擁
し
、
木
炭
の
年
産
額
八

十
万
俵
、
そ
の
価
格
約
二
億
五
千
万
円
を
算
し
重
要

物
産
で
あ
り
M
質
改
善
を
図
る
と
共
に
販
路
の
拡
張

も
図
る
べ
く
、
木
炭
祭
並
び
に
展
示
競
売
会
を
開
催

し
当
日
製
炭
業
者
が
手
し
を
に
か
け
て
製
造
し
た
粒

よ
り
の
木
炭
一
人
当
り
五
俵
出
品
、
計
約
五
千
五
百

俵
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

午
前
九
時
よ
り
県
知
事
、
農
林
部
長
、
各
関
係
者
臨

席
の
も
と
に
表
彰
式
を
挙
行
し
、
木
炭
品
質
改
善
懇

談
会
午
後
一
時
よ
り
N
H
K
、
福
井
放
送
局
の
司
会

に
て
削
］
炭
者
及
び
そ
の
家
族
に
よ
る
演
芸
大
会
が
催

さ
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
見
る
と

石
徹
日
オ
ド
リ
、
夜
月
オ
ド
リ
、
上
穴
馬
炭
焼
キ
オ

ド
リ
、
伊
セ
オ
ド
リ
、
E
オ
ド
リ
等
…
…
盛
り
沢
山

に
行
わ
れ
一
般
の
方
々
の
見
学
も
出
来
ま
す
。

な
お
干
佻
は
大
野
郡
木
炭
改
良
組
合
連
合
会

　
　

協
賛
大
野
地
方
事
務
所
大
野
市



無
く
ぞ
性
病

　

明
る
い
趾
会
の
た
め
に

あ
な
た
は

　

ご
存
じ
で
す
か
？

多
勢
の
人
の
幸
福
を
う
ば
う
性
病
1
1

m
m
m
だ
げ
の
問
題
で
な
い
こ
と

を
H
性
病
に
か
X
つ
で
居
り
乍
ら
気
付

か
ず
に
い
る
人
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

あ
る
。
ふ
と
し
た
は
ず
み
で
奈
圃
で
何

十
万
人
、
い
や
百
万
を
こ

免
る
人
々
が
な
や
ん
で
い

る
。
性
病
は
、
人
か
ら
人
へ
う

つ
る
病
気
で
す
。
性
病
に

か
X
る
の
は
大
低
、
患
者
と
の
性
行
為

か
ら
で
す
が
梅
毒
は
セ
ツ
プ
ン
や
、
患

者
の
使
っ
た
煙
草
の
パ
イ
プ
な
ど
か
ら

う
っ
る
こ
と
も
あ
り
又
淋
病
は
ウ
ミ
が

っ
い
た
下
着
や
手
ぬ
ぐ
い
等
か
ら
う
っ

る
こ
と
も
あ
る
。

★
た
だ
み
ん
な
知
ら
な
い
だ
け
で
す
‐
‥

毎
年
か
国
で
万
に
近
い
人
た
ち
が
梅

毒
で
死
ん
で
い
る
。
然
し
他
の
1
気

で
死
ん
で
行
く
人
の
中
に
も
I
実
際
は

梅
毒
が
原
囚
で
死
ぬ
人
も
た
く
さ
ん

あ
る
。

心
臓
病
皿
管
の
病
気
脳
溢
血
、
脳
や

補
経
系
統
の
病
気
の
中
に
は
梅
毒
が

原
N
で
な
っ
た
人
が
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
あ
る
。
淋
病
に
な
る
と
男
も
女

も
子
供
が
出
来
な
く
な
り
メ
ク
ラ
や

か
た
わ
に
な
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
人

も
あ
る
。

．
皆
さ
ん
の
協
力
で
H

早
期
に
洽
一
療
応
召
す
れ
ば
費
用
も

安
く
て
、
そ
れ
に
効
果
も
あ
’
る
。

早
期
の
発
見
H

性
病
の
有
無
に
不
審
の
方
は
迷
わ
ず

臆
せ
ず
専
門
の
a
者
か
性
病
診
療
所

自
分
、
家
族
、
人
の
た
め
に
も
…
…

阜
期
治
療
H

「
早
く
な
を
す
こ
と
」
こ
れ
が
大
事

な
こ
と
で
す
。
治
療
が
お
く
れ
る
と

時
間
と
金
が
か

か
り
余
計
苦
し

ま
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。

正
し
い
治
療
H

本
当
に
性
病
を
完
全
に
治
療
で
き
る

の
は
医
者
だ
け
で
す
。
素
人
療
法
は

危
険
で
病
気
を
こ
じ
ら
せ
結
局
高
く

っ
き
不
治
の
も
と
A
も
な
る
。
顔
つ

き
や
、
姿
で
性
病
の
有
無
は
解
ら
な

い
。
性
病
の
有
無
を
見
る
の
は
医
者

だ
け
で
す
。
性
病
を
持
っ
て
い
て
知

ら
ぬ
人
、
性
病
の
無
い
の
に
性
病
と

磁
っ
て
な
や
ん
で
い
る
人
も
い
る
。

性
病
の
有
無
叉
は
治
癒
の
決
定
も
医

者
は
目
で
み
る
ほ
か
、
血
液
検
査
や

顕
微
鏡
の
検
査
そ
の
外
色
々
く
わ
し

く
調
べ
て
始
め
て
わ
か
る
の
で
す
。

と
き
に
は
何
週
間
も
か
か
る
こ
と
さ

え
あ
り
ま
す
。

自
分
で
治
っ
た
と
忠
っ
て
も
、
実
は

治
ら
な
く
、
あ
と
で
、
と
ん
で
も
な

い
こ
と
に
な
ら
ぬ
よ
う
呉
々
も
注
意

性
病
に
か
χ
ら
ぬ
た
め
に
は
H

以
上
の
述
べ
た
様
に
し
て
私
等
は
こ

れ
か
ら
は
き
っ
と
性
病
の
苦
し
み
か

ら
解
放
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
予
防
快
躾
に
ま
さ
る
…
…

通
り
で
す
。
性
病
に
か
x
ら
ぬ
第
一

の
ヒ
ケ
ツ
は
勿
論
夫
婦
以
外
の
性
。
汀

為
を
し
な
い
こ
と
で
す
。
万
一
の
場

合
は
迷
わ
ず
医
者
や
保
m
u
i
ね

て
下
さ
い
。

完
J
に
予
防
す
る
こ
と
は
、
ち
ょ
っ

と
む
っ
か
し
い
こ
と
で
す
が
色
々
注

意
し
て
く
れ
ま
す
。

皆
ん
な
揃
っ
て
H

性
狗
力
実
心
一
を
知
り
人
ヱ
積
極
的

に
ょ
し
一
に
自
分
も
知
り
仙
人
に
も

散
え
保
”
i
所
の
性
剔
才
防
事
扇
に
協

力
し
て
性
恍
の
な
い
明
る
い
社
宍
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

患者職業別

男女別
幟架別

男 女
一●　、●
hl

晨栗 6 5 11

商架 2 1 3

工架 4 4

労務者 1 3 4

琲秘員 4 4

官公吏 2 2

酌婦 207 207

女中 5 5

無戦 1 8 9

その他 1 1

計 20 230 250

感染源別

男女別区別 男 女 計

業態湖より 12 12

友人より 5 215 220

街娼より

夫よリ 13 13

その他より 3 2 5

計 20 230 250

　

昭和28年度（
大野保鵬斤奇内）

銀
φ
χ
、
ゐら

輝く市のネオン

大
野
市
の
表
玄
関
で
あ
る
銀
座
通
り
二

丁
目
に
大
野
市
の
ネ
オ
ン
ア
ー
チ
が
出

来
上
り

繁
華
街
銀
座
に
見

る
目
も

あ
ざ
や
か
に
煌

々
と
1

い
て
い
る
。

城
下
慕
盤
一
町
は
小
京
都
を
固
わ
せ
る
街

仙
の
美
容
に
来
野
の
人
々
は
驚
く
の
で

あ
る
。
剔
坐

の
ネ
オ
ン
ア

・
‐
チ
が
立
派

す
ぎ
た
か
街

の
灯
り
を
ネ

オ
ン
ア
ー
チ

に
う
ば
わ
れ
た
か
の
様
に
心
わ
れ
る
。

出
を
防
ぎ
収
を
計
る
は
経
済
論
か
も
し

れ
な
い
が

蒔
か
ぬ
種
は
生

え
ぬ

繁
華
街
に
足
が
軽

い
様
に

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

話のタネ

入
浴
談
義

日
本
人
は
お
風
呂
が
好
き

で
す
が
そ
の
く
せ
入
浴
衛

生
は
案
外
l
i
’
i
で
す
。

こ
と
に
銭
湯
な
ど
で
浴
槽
で
平
気
で
し

も
を
洗
っ
た
り
女
の
千
を
浴
槽
の
フ
チ

や
タ
イ
ル
の
上
に
ベ
ッ
タ
リ
坐
ら
せ
て

平
気
な
お
母
さ
ん
、
女
の
子
の
淋
病
は

少
か
ら
ず
、
こ
う
し
て
感
一
一
t
さ
れ
る
の

で
す
。
し
か
し
大
人
こ
と
に
男
子
が
風

呂
で
う
っ
る
と
い
う
こ
と
は
安
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
云
い
逃
れ
は
で
き
ま

せ
ん
よ
。

赤
根
橋
竣
工

大
野
市
南
新
在
家
1

下
荒
井
間
に
か
X
る

赤
根
橋
は
木
橋
の
老

朽
し
た
危
険
な
橋
で

あ
っ
た
が
今
度
総
工

費
五
百
万
余
円
で
大

友
建
設
が
着
工
し
今

月
六
日
竣
工
し
た
。

長
さ
三
〇
米
幅
六
、

六
米
余
の
立
派
な
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

で
大
野
市
の
表
玄
関

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

と
な
っ
た
。

新
市
発
展
の
た
め
市

晩
は
納
期
迄
に
必
ず

納
め
ま
し
よ
う

　

日
頃
の
貯
蓄

　
　

気
楽
に
納
税

九
月
二
十
日
納
付

　

固
定
資
産
睨
Ξ
期

市
報
の
糧

身
の
ほ
き
処
も
無
い
、
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
も
涼
気
を
感
ず
る
様
に
な
り
、
心

配
さ
れ
た
稲
作
も
年
々
発
生
す
る
異
っ

た
抵
抗
性
を
も
っ
病
虫
害
と
取
く
む
関

係
者
の
賜
に
ょ
っ
て
今
の
処
大
過
も
な

さ
そ
う
で
誠
に
喜
ば
し
い
事
で
す
。

総
て
の
も
の
が
変
り
つ
つ
あ
る
時
、
叉

人
の
世
も
常
に
進
み
っ
つ
あ
る
時
我
々

の
市
も
叉
常
に
人
に
伍
し
て
進
展
し
て

い
る
。
又
そ
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

我
々
は
常
に
進
み
？
’
あ
る
世
に
処
し

て
常
に
新
た
な
る
も
の
を
求
め
る
む
の

ひ
ら
め
き
が
あ
っ
て
、
進
歩
向
上
も
し

よ
う
。
進
み
？
’
あ
る
世
に
於
て
現
状

維
持
で
は
退
歩
の
一
歩
で
あ
ろ
う
。
新

市
の
現
状
、
実
態
、
そ
し
て
市
民
の
お

互
の
考
え
、
心
の
ひ
ら
め
き
そ
れ
を
市

各
機
関
、
市
S
各
層
の
言
葉
の
発
表
、

表
示
に
よ
っ
て
こ
そ
参
考
と
も
な
り
、

自
己
反
省
の
糧
と
も
な
り
う
る
。

市
の
弘
報
は
、
広
く
市
の
現
状
、
将
来

の
機
構
理
想
な
ど
を
公
表
す
る
事
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
批
判
さ
れ
て
、
進
み
っ

つ
あ
る
世
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
云
わ
ざ
る
の
一

方
的
な
も
の
に
お
い
て
は
何
ら
の
進
歩

も
な
く
益
す
る
事
も
な
い
唯
一
片
の
反

古
紙
に
過
ぎ
な
い
。

市
民
各
位
が
市
の
便
り
を
通
じ
て
明
朗

な
る
市
政
を
盛
り
上
げ
て
戴
く
明
る
い

6
の
糧
と
な
る
御
投
稿
を
切
望
し
て
止

み
ま
せ
ん
。
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